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2007年を迎えて（市議会議場にて） 

平
成
１７
年
度
 

決
算
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
慎
重
審
査
 

松
阪
市
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
 

 

　
平
成
１８
年
１１
月
臨
時
会
は
、
１１
月
７
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
会
期

１１
日
間
の
日
程
で
開
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
臨
時
会
で
は
、
平
成
１７
年
度
松
阪
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、

報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会
を
通
じ
慎
重
審
議
の

結
果
、
認
定
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
　
　
　 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
市
議
会
に
対
し
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
も
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
都
市
を
目

指
し
て
、
議
員
一
同
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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盧
　
市
税
に
つ
い
て 

  
一
般
会
計
歳
入 

一
般
会
計
歳
出 

 盧
　
財
政
運
営
に
つ
い
て 

 

盪
　
合
併
後
の
施
策
に
つ
い
て 

 

蘯
　
随
意
契
約
に
つ
い
て 

 

盻
　
職
場
研
修
の
た
め
の
専
門
講
師
派 

　
遣
制
度
に
つ
い
て 

 

眈
　
時
間
外
勤
務
と
年
次
有
給
休
暇
に 

　
つ
い
て 

 

眇
　
交
通
災
害
共
済
事
業
に
つ
い
て 

 

眄
　
家
族
介
護
者
交
流
事
業
に
つ
い
て 

 

眩
　
飲
料
水
の
安
全
対
策
に
つ
い
て 

 

                
　
税
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、
市
税

の
収
納
に
お
い
て
は
、
夜
間
徴
収
の
実
施
等

に
よ
り
滞
納
整
理
に
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
額
の
収
入
未
済
額
が

生
じ
て
い
る
。
税
負
担
の
公
平
・
公
正
の
観

点
か
ら
、
市
税
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
実
態
に
即
し
た
納
税
指
導
、
納
税
相
談
の

さ
ら
な
る
充
実
と
、
職
員
の
応
援
体
制
の
強

化
を
図
り
、
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
力
さ

れ
た
い
。 

      

　
総
体
的
に
多
額
の
不
用
額
が
生
じ
て
い
る

こ
と
は
、
合
併
直
後
の
予
算
編
成
と
執
行
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と

理
解
す
る
が
、
今
後
の
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
十
分
精
査
さ
れ
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。 

  

　
合
併
協
議
の
中
で
、
す
り
合
わ
せ
が
行
わ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
お
い
て

各
部
署
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
合
併
後

２
年
目
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に

新
市
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
で
き
る
よ
う

に
努
力
さ
れ
た
い
。 

  

　
契
約
に
つ
い
て
は
競
争
入
札
が
原
則
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
慎
重

に
取
り
扱
わ
れ
た
い
。 

    

　
職
場
研
修
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
各
職
場
に
お
け
る
行
政
課
題
・
政
策
課
題

の
解
決
と
職
員
の
行
政
能
力
向
上
の
た
め
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
実
施
に
当
た
っ
て

は
講
師
の
選
定
及
び
報
酬
等
に
つ
い
て
十
分

精
査
さ
れ
た
い
。 

   

　
時
間
外
勤
務
が
多
い
部
署
が
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
健
康
管
理
に
十
分
配

慮
し
、
業
務
量
と
職
員
数
の
整
合
性
を
図
ら

れ
た
い
。
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
に
お
い
て

は
、
職
員
全
体
の
取
得
日
数
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
年
次
有
給
休
暇
が
取
得
し
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

  

　
平
成
１５
年
度
か
ら
交
通
災
害
共
済
へ
の
加

入
方
法
が
変
更
と
な
っ
て
以
降
、
加
入
率
が

低
下
し
て
お
り
、
平
成
１７
年
度
に
お
い
て
は

２７
・
５
％
と
低
い
こ
と
か
ら
、
未
加
入
の
市

民
に
対
し
制
度
の
理
解
を
求
め
、
よ
り
一
層

の
加
入
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

  

　
こ
の
事
業
は
、
心
身
と
も
に
休
み
な
く
高

齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
元
気
回
復

を
図
る
た
め
に
有
効
な
こ
と
か
ら
、
よ
り
多

く
の
方
々
が
参
加
し
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
交

流
会
と
な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。 

　 
 

　
事
業
所
か
ら
の
有
害
物
質
に
よ
り
地
下
水

が
汚
染
さ
れ
る
と
い
う
事
案
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
で
の
井
戸
水
を
飲
用

す
る
こ
と
の
安
全
性
が
心
配
さ
れ
る
。
安
全

な
水
を
供
給
し
て
い
る
上
水
道
へ
の
接
続
に

つ
い
て
も
、
市
民
の
方
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。 

　 
 

　平成17年度松阪市歳入歳出決算については、9名の委員で構成する「決算調査特別委員会」を設置し審査を
行いました。委員会では、予算が適正かつ効果的に執行されたかを中心に慎重審査が行われ、11月17日の本会
議に委員長から審査意見が報告され、賛成多数で認定されました。委員会の審査意見は次のとおりです。 



３ 

松阪市議会だより 

眤
　
圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て 

眞
　
松
阪
市
観
光
協
会
に
対
す
る
補
助 

　
金
に
つ
い
て 

眥
　
建
築
工
事
と
土
木
工
事
と
の
積
算 

　
方
法
に
つ
い
て 

眦
　
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て 

 

眛
　
景
観
保
全
に
つ
い
て 

 

眷
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業 

　
に
つ
い
て 

 

 
　
農
業
振
興
の
た
め
、
圃
場
整
備
事
業
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
中
山
間
地
域
へ
の
整
備
に
努
力
さ
れ
た

い
。 

   

　
補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
の
事
務
処
理

に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
処
理
を
な
さ
れ
る

よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。 

     

　
建
築
工
事
の
設
計
積
算
に
お
け
る
諸
経
費

比
率
は
１０
％
か
ら
２０
％
、
ま
た
一
般
土
木
工

事
に
お
け
る
諸
経
費
比
率
は
６０
％
と
大
き
な

差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
設
計
積

算
方
法
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
諸
経
費
比
率
の
格
差
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
た
い
。 

  

　
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
も
、
屋
外
広
告
物
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
努
力
さ
れ
た
い
。 

  

　
都
市
景
観
推
進
事
業
に
お
い
て
景
観
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
業
務
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
景
観
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
も
関

係
各
部
局
と
の
連
携
を
な
お
一
層
密
に
さ
れ

た
い
。 

   

　
小
中
学
校
に
お
い
て
地
域
住
民
等
の
協
力

を
得
て
特
色
あ
る
体
験
学
習
等
を
展
開
し
、

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
成
す
る
た
め

に
有
効
な
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
充
実
さ
れ
た
い
。 

   

　
こ
の
事
業
は
学
校
運
動
部
活
動
の
指
導
に

外
部
の
方
を
お
願
い
す
る
も
の
で
、
今
後
多

く
退
職
が
見
込
ま
れ
る
団
塊
世
代
の
方
々
に

も
指
導
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
事
業
の
充
実

に
向
け
取
り
組
ま
れ
た
い
。 

     

     

盧
　
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
に
伴
い
競
輪
事
業

　
が
低
迷
し
て
い
る
。
健
全
な
事
業
運
営
を

　
行
う
た
め
に
も
、
新
規
フ
ァ
ン
の
獲
得
を

　
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
の
向
上
に
な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。 

盪
　
日
本
自
転
車
振
興
会
に
対
す
る
交
付
金

　
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度

　
の
改
正
に
よ
る
負
担
減
に
向
け
、
全
国
の

　
競
輪
施
行
者
が
連
携
を
強
め
、
さ
ら
な
る

　
要
望
活
動
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

   

　
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ら
れ
て
い
る
が
、
滞
納
者
に
は
相
互
扶
助

と
い
う
国
保
事
業
の
制
度
の
理
解
を
求
め
、

健
全
運
営
の
た
め
に
も
自
主
財
源
の
確
保
に

な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。 

   

　
財
産
の
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
各
部
署
に

お
い
て
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、
連
携
を

密
に
し
、
適
切
な
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

   

　
平
成
１７
年
度
は
合
併
後
初
め
て
の
通
年
度

予
算
を
編
成
し
執
行
し
た
年
度
で
あ
り
ま
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
基
準
と
な
る
基

礎
デ
ー
タ
不
足
等
に
よ
り
難
し
い
編
成
と
な

り
、
結
果
的
に
不
用
額
が
生
じ
た
も
の
の
、

計
画
さ
れ
た
諸
事
業
は
順
調
に
推
進
さ
れ
、

所
期
の
目
的
を
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
合
併
後
の

一
体
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
が
安
全
で

安
心
に
暮
ら
せ
、
松
阪
市
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

な
お
一
層
の
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
最
後
に
、
決
算
調
査
特
別
委
員
会

並
び
に
監
査
委
員
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、

そ
の
趣
旨
を
十
分
に
受
け
と
め
、
今
後
の
行

財
政
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

       

認
定
し
た
も
の 

▼
平
成
１７
年
度
松
阪
市
一
般
会
計
及
び
各
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

 

可
決
し
た
も
の 

▼
松
阪
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

　
て 

 

報
告
さ
れ
た
も
の 

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償

　
の
額
の
決
定
） 

 

選
任
し
た
も
の 

▼
松
阪
市
議
会
特
別
委
員
会
の
委
員
選
任
に

　
つ
い
て 

眸
　
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
用
事 

　
業
に
つ
い
て 

 

特

別

会

計

 

競
輪
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て 

   

財
産
に
関
す
る
調
書
に
つ
い
て 

 

む
　
す
　
び 

決算調査特別委員会の審査風景 

１１
月
臨
時
会
で 

　
　
　
決
ま
っ
た
こ
と 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
本
年
最
初
の
市
議
会
だ
よ
り
第
１１

号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

　
本
号
で
は
、
昨
年
１１
月
臨
時
会
に

お
け
る
決
算
調
査
特
別
委
員
会
の
審

査
内
容
を
主
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

　
お
気
づ
き
の
点
等
、
編
集
に
対
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
市
議
会
事
務
局
（
市
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
会
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

 
諸支出金 888,571（1.6%） 

 
議会費 523,581（1.0%） 

 

衛生費 
5,971,987 
（11.1%） 

 

労働費 174,653（0.3%） 
 

農林水産業費 1,861,283（3.4%） 
 

商工費 
415,937 
0.8% 
 

土木費 
6,617,355 
（12.3%） 

 

消防費 
2,231,500 
（4.1%） 

 

自主財源 
24,735,440 
（44.4%） 

 

依存財源 
31,008,918 
（55.6%） 

 

市債 
5,114,800 
（9.2%） 

 

県支出金 
2,815,299 
（5.0%） 

 

国庫支出金 
5,780,436 
（10.4%） 

 

地方交付税 
12,721,237 
（22.8%） 

 
市税 

20,319,708 
（36.4%） 

 

分担金及び負担金 
784,126 
（1.4%） 

 

諸収入 
818,251 
（1.5%） 

 

使用料及び手数料 
　822,550（1.5％） 
財産収入 
　  95,570（0.2％） 

寄附金 
繰入金 
繰越金 
 

地方譲与税 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 
 
地方特例交付金 
交通安全対策特別交付金 

7,780（0.0％） 
35,754（0.1％） 

1,851,701（3.3％） 

1,387,623（2.5％） 
110,841（0.2％） 
59,619（0.1％） 
94,584（0.2％） 

1,514,647（2.7％） 
107,386（0.2％） 
555,646（1.0％） 

 
204（0.0％） 

710,889（1.3％） 
35,707（0.0％） 

教育費 
5,015,087 
（9.3%） 

 

災害復旧費 
1,102,240 
（2.0%） 

 

公債費 
6,824,802 
（12.6%） 

 

（単位：千円） 
 

平成17年度　一般会計歳入歳出決算状況 
 

４ 

総務費 
7,118,738 
（13.2%） 

 

歳  出 
54,026,557 

 

歳  入 
55,744,358 

 

民生費 
15,280,823 
（28.3%） 

 

松阪市議会だより  

平成17年度 

歳入歳出決算状況 
 

・収入額 
・支出額 
・差引残額 

５５,７４４,３５８千円 
５４,０２６,５５７千円 
１,７１７,８０１千円 

○競輪事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○国民健康保険事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○老人保健事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○介護保険事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○簡易水道事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○戸別合併処理浄化槽整備事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○農業集落排水事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○住宅新築資金等貸付事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
○ケーブルシステム事業会計 
・収入額 
・支出額 
・差引残額 
 

 
１３,４０７,７２０千円 
１３,３９２,１６５千円 
１５,５５５千円 

 
１４,６００,８４６千円 
１３,７４７,４９５千円 
８５３,３５１千円 

 
１４,２９５,４１６千円 
１３,９７５,１８９千円 
３２０,２２７千円 

 
９,７９０,０４８千円 
９,６４８,１０６千円 
１４１,９４２千円 

 
２２６,６７６千円 
２０３,０８８千円 
２３,５８８千円 

 
３００,７０８千円 
２９４,５２２千円 
６,１８６千円 

 
６３,７５８千円 
６３,７１４千円 
４４千円 

 
２２６,３９９千円 
２２２,５００千円 
３,８９９千円 

 
２２４,１２１千円 
２２２,９５９千円 
１,１６２千円 

 
 
 

一　般　会　計 

特　別　会　計 


